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はじめに

道徳教育推進教師を中心とした指導体制を充実する

道徳科の指導を計画的に推進し、また、それぞれの授業を魅力

的なものとして効果を上げるためには、校長の方針のもとに学校の

全教師が協力しながら取組を進めていくことが大切である。校長の

方針を明確にし、道徳教育推進教師を中心に指導体制の充実を図

るとともに、道徳科の授業への校長や教頭などの参加、他の教師

との協力的指導、保護者や地域の人々の参加や協力などが得ら

れるように工夫する。



令和７年度 学校教育の指針



令和７年度 学校教育の指針

学校における道徳教育は、特別の教科である道徳（以下「道徳科」
という。）を要として学校の教育活動全体を通じて行うものであり、道
徳科はもとより、各教科、（外国語活動、）総合的な学習の時間及び
特別活動のそれぞれの特質に応じて、生徒（児童）の発達の段階を
考慮して、適切な指導を行うこと。

道徳教育は、教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根
本精神に基づき、自己の（人間としての）生き方を考え、主体的な判
断の下に行動し、自立した人間として他者と共によりよく生きるため
の基盤となる道徳性を養うことを目標とすること。

【道徳教育の目標】

【道徳教育と道徳科】



＜全教育活動を通じた特色ある道徳教育の推進＞
育てたい児童生徒像を踏まえた重点目標、重点内容項目を設定し、
計画的・発展的に道徳教育を推進しましょう。

令和７年度 学校教育の指針



道徳教育の全体計画及び別葉の活用・見直し

学校の教育目標

道徳教育の重点目標

重点内容項目

道徳教育で目指す
児童生徒像は何か

関連の深い
内容項目は何か

教師間の
共通理解

特色ある道徳教育

評価
見直し

＜全教育活動を通じた特色ある道徳教育の推進＞
育てたい児童生徒像を踏まえた重点目標、重点内容項目を設定し、計画的・発展的に道徳教育を推進しましょう。



道徳教育の全体計画及び別葉の活用・見直し

学校の教育目標

道徳教育の重点目標

重点内容項目

心明るく

笑顔であいさつができ、約束や
きまりが守れる子

B 礼儀 C 規則の尊重

・1年間で複数回扱えるように教材の設定
・道徳科で学習する時期、年計の配列の工夫
・関わりのある各教科の内容、行事の洗い出し 等

年間指導計画

別葉

【例】



【全体計画別葉の例】

笑顔であいさつができ、約束やきまりが守れる子

重点内容項目（B 礼儀 C 規則の尊重）

内容項目 国 語 算 数 理 科 学校行事 ・・・

・・・

礼 儀 お願いやお礼の
手紙を書こう

入学式
卒業式

・・・ ・・・

規則の尊重 図書館へ行こう 折れ線グラフと数
角の大きさ

運動会
校外学習

・・・

生命の尊さ 一つの花 生き物のくらし 人権集会
いじめ防止会議

道徳教育の全体計画及び別葉の活用・見直し



令和３年度 道徳教育実施状況調査結果より（諸計画の作成・活用）

道徳教育の全体計画及び別葉の活用・見直し



道徳教育の全体計画及び別葉の活用・見直し

令和６年度道徳教育研究協議会 参加者事後アンケート結果より

確保



「特別の教科 道徳」の充実
＜全教育活動を通じた特色ある道徳教育の推進＞

育てたい児童生徒像を踏まえた重点目標、重点内容項目を設定し、計画的・発展的に道徳教育を推進しましょう。

補充

深化

統合

各教科等で行う道徳教育としては取り扱うことが十分でない内容項目に
関わる指導を補う

児童生徒や学校の実態等を踏まえて指導をより一層深める

内容項目の相互の関連を捉え直したり発展させたりする

児童生徒は学校の諸活動の中で多様な道徳的価値について感じたり考えたりするが、
その全てについて考える機会があるとは限らない

各教科で道徳性を養うための学習を行うが、その中では道徳的価値の意味などについて
必ずしもじっくりと考え、深める事ができているとは限らない

多様な体験をしていても、それぞれがもつ道徳的価値の相互の関連や、自己との関わりに
おいての全体的なつながりについて考えないまま過ごしてしまう



第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の目標に基
づき、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、
道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物
事を（広い視野から）多面的・多角的に考え、自己の（人
間としての）生き方についての考えを深める学習を通して、
道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。

道徳科の目標

「特別の教科 道徳」の充実



・指導の意図を明確にし、多様な考えを引
き出す中心発問と考えを深める補助発問
を精選する。
・多様な感じ方や考え方の交流を通して得
られた納得解を基に、自己を見つめ直す
振り返りを行う。

○道徳的価値を自分との関わりで捉え、
広い視野から多面的・多角的に考え、
よりよい生き方への思いや願いを深
めている

特別の教科 道徳

エージェンシーを発揮した子供の姿と授業づくりのポイント

各教科等で特に現れてほしい子供の姿 各教科等の授業づくりのポイント

「特別の教科 道徳」の充実



指導の意図を明確にし、多様な考えを引き出す
中心発問と考えを深める補助発問を精選する。

エージェンシーを発揮した子供の姿と授業づくりのポイント

各教科等の授業づくりのポイント

「特別の教科 道徳」の充実



価値観

明確な指導観

児童生徒観

教材観

本時で扱う内容項目につい
て、授業者が特に大切にし
たいことは何かを明らかに
する。

価値観に関連する児童生徒
のこれまでの実態と、実態
から求められることなどを
明らかにする。

考えさせたいこと

考えさせたいことに基づき、
教材をどのように活用するか
構想する。

中心発問

「特別の教科 道徳」の充実

指導の意図を明確にする



本時で扱う内容項目につい
て、授業者が特に大切にし
たいことは何かを明らかに
する。

授業者の価値観に関連する
これまでの実態と、実態か
ら求められることなどを明
らかにする。
「児童生徒のゴールの姿」

価値観

児童生徒観

考えさせたいこと

「特別の教科 道徳」の充実



考えさせたいことに基づき、
教材をどのように活用する
か構想する。

考えさせたいこと

教材観

中心発問

「特別の教科 道徳」の充実



改訂版「はじめよう！道徳科」５ページより

「特別の教科 道徳」の充実

中心発問と補助発問の精選



法やきまりを守ることが大切なのはなぜだろう。

基本発問
中心発問

補助発問

「特別の教科 道徳」の充実

生徒の考えに
ゆさぶりをかける



働くことの意義は何なのだろう。

基本発問

中心発問

補助発問

「特別の教科 道徳」の充実

別の視点から
考える



問い返し
（理由や根拠）

ゆさぶり 新たな
視点

経験を
想起

中心発問で多様な考えを引き出す

補助発問で
考えを深める

複数の考えを
比較

発問の引き出しを多く準備する

「特別の教科 道徳」の充実



エージェンシーを発揮した子供の姿と授業づくりのポイント

各教科等の授業づくりのポイント

「特別の教科 道徳」の充実

多様な感じ方や考え方の交流を通して得られた
納得解を基に、自己を見つめ直す振り返りを行
う。



「特別の教科 道徳」の充実

ICTを活用して多様な考えに触れる

多様な感じ方や考え方の交流

・グループでの話合いを、子どもたちの意見共有から、議論へ発展させる。
（理由を述べる、質問する、違いを考える、共通点を考える・・・）
・全体での話合いは、教師がファシリテーターとなり、問い返したり、児童生徒同士の意見をつ
ないだりする。
（どうしてそう考えるの？ ◇◇という考えもあるみたいだけどどう思う？ ○○さんの意見に
ついてどう思う？）

もう一度めあてについて考え、納得解をもつ。



「特別の教科 道徳」の充実

納得解

自己を見つめ直す振り返り

よりよい自己の生き方への思いや願い「はばたく群馬の指導プランⅡ」より



なぜあいさつがひつようなのかな。

「特別の教科 道徳」の充実

納得解

振り返り

よりよい自己の生き方への思いや願い



「特別の教科 道徳」の充実

よりよい自己の生き方への思いや願い

正直に生活するにはどうしたらよいだろうか。

納得解

振り返り



価値観

児童生徒観

教材観

中心発問
と

補助発問

自己を見つめ直す
振り返り

納得解につながる
交流場面の充実

学習指導案例

基本発問



活用してください
・「はじめよう！道徳科」R7改訂
・「ふかめよう！道徳科」
・「ふかめよう！道徳科実践編」

道徳科 資料



郷土愛や自然愛について
考える授業の充実に向けて

主たる教材…教科書
地域教材など適切に活用できる

～郷土の特色が生かせる教材の使用～

「ぐんまの道徳」の活用



学習指導要領の内容項目（小学校）

キーワード 作品数

４－（５） 郷土愛 ５

１－（２） 勤勉・努力 ３

３－（２） 自然愛 ２

１－（４） 誠実 １

１－（５） 真理 １

小学校

⇒ Ｃ 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度

⇒ Ａ 希望と勇気、努力と強い意志

⇒ Ｄ 自然愛護

⇒ Ａ 正直、誠実

⇒ Ａ 真理の探究



学習指導要領の内容項目（中学校）

小学校

キーワード 作品数

１－（２） 勤勉・努力 ２

４－（８） 郷土愛 １

３－（２） 自然愛 １

１－（４） 真理・理想の実現 １

２－（６） 感謝 １

中学校

⇒ Ａ 希望と勇気、克己と強い意志

⇒ Ｃ 郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度

⇒ Ｄ 自然愛護

⇒ Ａ 真理の探究、創造

⇒ Ｂ 思いやり、感謝
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